
淡海の市民活動・ネットワーク情報交流誌

●発行日／ 2010年7月1日　●発行所／（財）淡海文化振興財団
夏号

No.

2010年

特集●淡海とぴっくす

インターネットを使って、
もっと市民活動を広げよう！

BIWAKOビエンナーレ2010
"玉手箱-Magical World"

日時●9月18日(土）〜 11月7日(日)火曜休
会場●滋賀県近江八幡市（旧市街地一帯）
参加費●一般￥1000/学生￥800/小学生以下無料
連絡先●NPO法人エナジーフィールド　
TEL・FAX：0748-26-4398

（詳細はホームページへ）
URL:http://www.energyfield.org/

　空き町家や元工場などが会場と
なり、40組を超えるアーティス
トが作品展示する「BIWAKOビエ
ンナーレ2010」。今回で４度目の
開催を迎えます。地図を片手に会
場を巡り、近江八幡の町並みも存
分に味わって下さい!!

■NPOサポートポケット
　ITと出会おう ■おうみネット★INFORMATION

■市民団体活動紹介のわッ
　●特定非営利活動法人　元気な仲間
　●SHIPS・多文化共生支援センター
　●特定非営利活動法人　環境と農業の融合を考える会「鹿深の杜」
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　滋賀県の市民活動の更なる成長発展を願って交流の場をつくります。市民
活動に関心のある皆さんの「新しい出会い」「交流のきっかけ」「協働の場」にな
るよう多くの県民・市民のご参加をお待ちしています。

「市民活動びわ湖フォーラムin大津」交流会

日時●7月中旬以降〜 11月末まで（15交流会）
会場●大津市内  近江八幡市内　彦根市内
参加費●実費程度（交流会により不同）
定員●30名〜 500名 （交流会により不同）

（詳細はホームページへ）
連絡先●実行委員会（大津市市民活動センター内）
TEL：077-527-8661　URL：http://otsu-npovol.jp/
E-mail：center@otsu-npovol.jp
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Ohmi Miraijyuku Relay Essay

「人との出会いが始まり」 おうみ未来塾で得た
ご縁という宝物

　自分のやってきたことが、市民活動なのか、まち
づくりなのか、または地域おこしなのかは、ハッキ
リ言ってわかりません。
　観光協会という仕事がら、多くの人に出会いま
す。そしていろいろな仕事やイベントの参加者の皆さんとの出会い
もたくさんあります。市民活動は、と考えてみると、それは人との出
会いを何かの形にしたところから、しようとした時から始まってい
るのではないかと…
　そうしたことからすると、この仕事に就いたときから市民活動に
出会っていたのかもしれません。
　私の高島市内にも、多くの活動グループがあり、日々いろいろな
集まりや催しがありますので、一人でも多くの人との出会いを期待
して、出来るだけ参加させてもらうようにしています。

　中山間地の活性化、農山村と都市の連携コー
ディネートに関心があり、一緒に取り組める仲
間と出会いたくて入塾しましたが、テーマとし
ては、あまりにハードルが高すぎました（笑）。結
局、塾生ではなく友人たちと一緒に「雑穀の地産
地消を考える会」を発足。海外生産に依存してい
る「雑穀」の地産地消運動をきっかけに、農村と都市をつなぐ活動
を消費者・農業者などの立場を超えて一緒に行っています。心強
いと感じているのは、会の内外を問わず頼れる同期生や卒塾生が
たくさんいて下さること。いつも支えてもらっています。おうみ
未来塾で得た「ご縁」は、お金では買えない宝物。支えてもらうばか
りでなく、早く支える側に回りたいものです。

澤田龍治（社団法人　びわ湖高島観光協会　事務局長）

9期生 久保田直子
グループ：しゃくなげ学校未来塾

※運営委員は、市民の意見を当財団の運営に反映するため、公募も取り入れた委員を設置して
います。

※おうみ未来塾は、地域の課題解決を実践する「地域プロデューサー」が育つ塾です。

あなたのＮＰＯ活動をサポートする情報をお届けします。

●NPOさぽーとぽけっと●

ITと出会おう

■こんなに便利なインターネット。
　NPOや市民活動団体では多くの人に活動を知ってもらい、
活動や行事に参加してもらえる手段をいろいろと考えている
と思います。その一つにインターネットを使って情報を発信
する方法があります。インターネット接続のパソコンから電
子メールを使えば、封筒や切手なしで多くの人に情報を伝達
することができます。ホームページやブログに情報を掲載す
ることで、活動に興味のある人が、その情報を見に来てくれ
ます。

■こんなに簡単インターネット
　インターネットを使うのは難しいと思っていませんか。電
子メールは少し使い方を習えば簡単に使えるようになりま
す。ホームページやブログの作成も、専門的知識が無くても
簡単に作れるようになっています。無料でホームページやブ
ログサービスを提供しているところもあります。最近話題の
ミニブログ「ツイッター」で手軽に活動をつぶやく、きっと新
しい型のコミュニケーションが生まれます。ブログ作成講座
やIT講習会などに参加して使い方を習うのも良いでしょう。

■大切なのはセキュリティ対策
　インターネットを使う上で大切なのはセキュリティ対策で
す。パソコンにはセキュリティ対策ソフトを導入し、そのセ
キュリティ対策ソフトやパソコン基本ソフトの更新を適度に
行うこと。そして外からの侵入を防ぐファイアウォール（防
火壁）対策を行うことが大切です。そうすればインターネッ
トを安心して使えます。

　携帯電話やパソコンは身近な道具となりました。この道具
をうまく使うことで、インターネットを介していろいろな人と
知り合うことができる楽しみがあり、活動の輪が広まります。

（NPO法人　湖南ネットしが　理事長　斎藤富士夫）

今回から、4回にかけてNPOに役立つITシリーズがはじまります。まずは、
NPOにとってのITの必要性や、ITと出会うきっかけについて、シニアのIT力を
活かしてまちづくりをされているNPO法人湖南ネットしがの斎藤富士夫さんにご
紹介していただきます。

淡海ネットワークセンター（（財）淡海文化振興財団）の運営委員と
「地域プロデューサー」を目指す「おうみ未来塾」の卒塾生からの声をお届けするコーナーです。

運営委員
VOICE

◇ITをはじめやすくする一部のWEBサイトや講座
・無料メール利用、ホームページ作成

YahooJAPAN　http://www.yahoo.co.jp/　Google日本　http://www.google.co.jp/
・無料ブログ作成

滋賀咲くblog　http://shiga-saku.net/　Twitter（ツイッター）　http://twitter.com/
・滋賀県内市民向けIT講座

近江八幡市立マルチメディアセンター　市民IT大学
http://multimediacenter.jp/index.htm
NPO法人湖南ネットしが　ぱそこん塾
http://www.konan-net-shiga.jp/index.html
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　インターネットの全国の普及率は、2010年には74.6％となり、市民活
動をする上でもインターネットを使って、広く情報を探し、手に入れ、活用
する時代になったと言えます。
　今や生活には欠かせないインターネットがどんなところから市民活動や私
たちの生活に利用され、コミュニケーションを変えてきたのか、市民活動を
広げる上でどんな可能性があるのか、インターネットと市民活動の関係性に
詳しい、愛知東邦大学経営学部の岡部一明さんにお話をお聞きしました。
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が
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ン
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の
現
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使

わ
れ
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た
の
で
す
ね
。
知
り
ま

せ
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で
し
た
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
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広

が
り
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
ん

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て、
もっと市民活動を広げよう！

岡部一明さん
●プロフィール●

　愛知東邦大学経営学部教授。NPO 論
や自治体論、市民社会のガバンナンス
について研究。1950 年栃木県生まれ。
1979 年カリフォルニア大学自然資源
保全科卒業後、日本で環境シンクタンク
勤務、フリージャーナリスト、日米のＮ
ＰＯ勤務など経験。1992 年サンフラ
ンシスコに移り、インターネット市民革
命を身近で体験・取材。2001 年 4 月
より愛知東邦大学で NPO 論、インター
ネット社会論などを教え、2009 年 4
月より現職。

※
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
誰

で
も
自
由
に
編
集
に
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
百
科
事

典
。
世
界
各
国
で
多
言
語
で
も
編
集
さ
れ
て
い
る
。
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インターネットを使って、もっと市民活動を広げよう！

■県内で IT 講座を提供している

■滋賀県の情報化を進める ■公益活動のコミュニティサイト

　全ての市民がITの恩恵
を享受でき、ITで地域が
元気になる地域社会づく
りをめざして、ソーシャル
メディア活用・情報デザイ
ン・映像など市民活動に欠
かせないスキルを幅広く

習得できる各種IT講座、超初心者でも安心して学べるPC教
室、障がい者のIT活用支援のほか、PC研修室の貸出、PC
無料相談、PCメンテナンス、ネットカフェなどの事業を実
施しています。近江八幡市外の方もご利用いただけます。

　滋賀県と各市町、情報化推進に関心のある個人や事業者が会員となり、
先端技術についてのセミナーから一般向けの講座などの開催を通じて県
内の情報化を進めています。昨年初めて、安全・安心で豊かな地域社会
を築くことに貢献する優れたウェブサイトを表彰する「滋賀Web大賞
2010」を実施。ウェブコンテンツの充実、ITの利活用の促進および滋
賀の魅力ある情報発信力を高めることを目指しています。

　公益活動に携わるすべての人・興味のある人の
ための公益コミュニティサイトです。企業が行っ
ているCSR活動を含め、公益に関する様々な情
報の投稿や参照、ブログの開設、メールマガジ
ンの購読への参加などができます。 誰でもユー
ザーになることができ、ここから情報発信するこ
とで、様々な分野の活動団体や個人、企業との出
会いが広がります。

最優優秀賞
kikito湖東地域材循環
システム協議会
http://www.kikito.jp

　森林所有者や製材業
者、木製品加工業者、家
つくり団体、設計士、木
質エネルギー事業者、市
民団体、行政等が構成員
となり、得意分野を活か
しつつ、地域の活性化に
つながる事業展開を行っ
ています。

優秀賞
輪の国びわ湖
推進協議会
http://www.biwako1.jp/

　びわ湖一周サイクリン
グ認定証やスポーツバイ
クのレンタルを契機に、
自転車生活の素晴らしさ
を体験し、気づき、理解
し、そして自転車生活を
取り入れる人が増えるこ
とで、滋賀がヘルシー＆
エコロジーな「輪の国」に
なることを目指していま
す。

優優秀賞
NPO法人
やまんばの会
http://yamanbanokai.p1.bindsite.jp/

　里山に新しい価値を見
出し、楽しみながら里山
を暮らしに活かすこと
が、この森を蘇らせ、多
様な生物が住む環境を守
ることになります。それ
を次の世代に伝えていき
たいと活動しています。

　幼児教育支援（キッズ
スマート）から個別指導
のパソコン塾、ITに関
する知識・技能を身に
つける職業訓練校、青
少年のためのネット安
全教育と幅広く活動し
て い る 元 気 なITリ ー

ダー集団です。誰もが情報化社会の中で、インターネットな
どを利用して必要な情報を安全に手に入れ、活用できる社会
のために活動しています。

近江八幡市立マルチメディアセンター（指定管理者ＣＭ２グループ）

滋賀県地域情報化推進会議 日本財団公益コミュニティサイトCANPAN（カンパン）

NPO法人湖南ネットしが
http://multimediacenter.jp/

http://shiganet.shiga-lg.jp/ https://canpan.info/

http://www.konan-net-shiga.jp/

■DATA
〒523-0892 滋賀県近江八幡市出町645-4
TEL：0748-31-0800　FAX：0748-31-0801　E-mail：mmc@multimediacenter.jp

■DATA
日本財団CANPAN運営事務局
〒105-0001
東京都港区虎ノ門1-15-16海洋船舶ビル8階
TEL：03-6229-5551　FAX：03-6229-5551
E-mail：contacn.info（9-17時まで　土日祝祭日を除く）

■DATA
滋賀県情報政策課内
〒520-8577　大津市京町4丁目1-1　TEL：077-528-3382　FAX：077-528-4839

■DATA
〒520-3242　滋賀県湖南市菩提寺330-548 
TEL：0748-75-2500　E-mail：office@konan-net.org

★滋賀Web大賞2010「地域活動団体部門」受賞団体の紹介です。
ウェブサイトを見てね！
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特集●淡海とぴっくす

■パソコンなどの寄贈をしている団体

■ソフトウェアの寄贈仲介を行っている

　ITの 専 門 知 識 を 持 つ、
中・高齢者がより良い社
会の実現のために、非営
利 団 体 の 活 性 化 や 高 齢
者・障がい者などの社会
参加支援を目的に永年に
わたって培ってきた知恵
と知識と技術を活用して
います。中古PCの再生
作業を障害者施設などに委託して、再生したリユースPCを
NPOやボランティア団体へ寄贈、Webアクセスビリティ支
援事業をとおして在宅障がい者の就労支援、シニアへの携帯
電話講習会、小中学校の保護者のネット安心講座など、全国
各地で推進しています。
※Webアクセスビリティとは、障がいのある人や高齢者を含めた誰もがホーム
ページなどのWebサイトが提供する情報を容易に入手できるようにすること。

　社会問題の解決のために活動する民間の非営利団体が最大限の力を発揮できるよう、
ソフトウェアを提供するほか、ITのサポートを行います。
　特定非営利活動法人、公益法人（公益社団法人、公益財団法人、特例民法法人）、社会
福祉法人を対象に、資格条件を満たした団体に対して、アドビシステムズ株式会社、株
式会社シマンテック、マイクロソフト株式会社などのソフトウェアを市場価格のわずか
4 ～ 8％の事務手数料で寄贈します。

　企業からのリユース
PC、 新 古 品 の カ ラ ー
レ ー ザ ー プ リ ン タ や
シ ュ レ ッ ダ ー を 非 営
利団体へ寄贈し市民活
動の情報化を進めてい
ま す。 同 時 にPC再 生
DAYを障がい者の方々
と各地で開催し“地域で
PCを直して地域で使お
う”プロジェクトを実施、リユースPCで繋がる人の輪を目
指しています。また、 IT企業と協働し市民活動団体の情報セ
キュリティの推進も行っております。

　ホームページやブログなどで団体の情報を発信することは、人や団体とつ
ながり、活動がもっと広がる可能性がありますね。活動への参加者を増やす
ためにも、協力者や寄付などを集めるためにも、インターネットでの情報発
信は重要です。「まずはパソコンが必要なんです」という方も、「もっと多くの
市民活動団体と情報発信を通じ交流したい」という方にも、さまざまな方法で
市民の情報発信を支援している団体などをご紹介します。

NPO法人イー・エルダー

TechSoup Japan（テックスープ・ジャパン）

認定NPO法人イーパーツ
http://www.e-elder.jp/

http://www.techsoupjapan.org/

http://www.eparts-jp.org/

■DATA
〒150-0043　東京都渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂309
TEL：03-5728-3571　FAX：03-5728-3572
E-mail：office@e-elder.jp

■DATA
〒154-0024
東京都世田谷区三軒茶や2-55-8　パレグレイス501
TEL：03-5481-7369（平日13時～ 18時）
FAX：03-6805-2728
E-mail：info@eparts-jp.org

■DATA
特定非営利活動法人日本NPOセンター
〒100-0004　東京都千代田区大手町2-2-1新大手町ビル245
TEL：03-3510-0855　FAX：03-3510-0856　http://www.jnpoc.ne.jp



地域や社会を良くしていきたいと
がんばっている市民活動・NPOを紹介します。
興味を持たれた団体に連絡してみませんか？

おうみネットを一緒につくりませんか？
おうみネットサポーターを随時募集しています。
興味のある方はセンターまでお問い合わせください。

このコーナーは「おうみネット」発行をサポートする「お
うみネットサポーター」が市民活動団体・ＮＰＯの情報提
供から取材・執筆までを行っています。

2010年夏号 Vol.745

話 元気な仲間（高島）

　

代
表
の
谷
さ
ん
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
屋「
谷
仙
商

店
」の
三
代
目
。
平
成
十
三
年
、
こ
ん
に
ゃ
く
屋

の
お
得
意
先
に『
ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
一
緒
に
受
け

よ
っ
』と
誘
わ
れ
た
の
が
、
い
ま
の
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
で
す
。
ヘ
ル
パ
ー
二
級
で
福
祉
に
つ

い
て
学
ぶ
中
で
、
地
域
で
支
え
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
平
成
十
五
年
八
月
八

日
、
末
広
が
り
の
大
安
の
日
に「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元

気
な
仲
間
」を
設
立
。
旧
高
島
郡
で
五
番
目
、
旧

新
旭
町
で
第
一
号
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
建
物
は
、
築
約

六
十
年
と
な
る
谷
さ
ん
の
祖
母
の
親
元
の
家
と

繊
維
工
場
。
古
民
家
の
味
わ
い
を
残
し
た
ま
ま
、

懐
か
し
い
空
気
感
漂
う
ほ
っ
と
す
る
空
間
で
す
。

こ
こ
で
介
護
保
険
事
業
と
し
て「
民
家
改
修
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」、
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

「
あ
っ
た
か
ほ
ー

む
」、
買
い
物
支

援
事
業
、
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、「
新
旭
学

童
保
育
所
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
、ひ

だ
ま
り
」、「
移
送

サ
ー
ビ
ス（
福
祉

有
償
運
送
）」を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
立
時

か
ら
思
い
を
あ

た
た
め
て
き
た
、
助
け
合
い
の
あ
る
温
か
な
ま
ち

に
し
て
い
く
お
手
伝
い
の
た
め
に
高
島
市
と
の
協

働
で
、
助
け
合
い
応
援
事
業「
た
す
け
あ
い
高
島
」

が
今
年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
事
業
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く

と
共
に
、
市
民
活
動
の
応
援
団
と
し
て
、
地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
人
が
自
立
し
て
い
く
手
伝
い
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
あ
っ
た
か
し

ま
』や『
高
島
三
線
会
』な
ど
と
一
緒
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
に
元
気
な
仲
間
が
描
い
た
未
来
設

計
図
の
実
現
に
向
け
、
役
員
と
ス
タ
ッ
フ
二
十
数

名
は
、こ
れ
か
ら
も『
み
ん
な
が
元
気
で
、み
ん
な

が
仲
間
な
ま
ち
づ
く
り
』を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

平
松
成
美
）

み
ん
な
が
元
気
で
、み
ん
な
が
仲
間
な
ま
ち
づ
く
り

特定非営利活動法人
元気な仲間
代表●谷仙一郎
設立●2004年　会員●15名
連絡先●高島市新旭町針江２９１　
TEL：0740-25-8360
FAX：0740-25-8370
E-mail：info@npo-genki.com  ▲学童保育所の子どもたち

▲「元気な仲間」スタッフのみなさん

●「元気な仲間」が開催する、まか
せてサポーター養成講座の様子

●「SHIPS」のクリスマス風景。
子どもたちの目が輝いてい
ます。国籍を超えて、心と
心が結ばれた瞬間です。

●「安心すぎる米づくり」が
体 験 で き る『 鹿 深 の 杜 の
TANBO』。

話

輪

和

特定非営利活動法人
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輪 SHIPS・多文化共生支援センター (草津）

　

一
昨
年
末
、
世
界
中
を
襲
っ
た
経
済
不
況
。
そ

の
渦
中
に
あ
っ
て
、こ
と
ば
の
壁
を
は
じ
め
就
労

に
至
る
ま
で
の「
負
の
連
鎖
」に
あ
え
い
で
い
る
多

く
の
外
国
籍
の
人
々
へ
の
支
援
が
、
今
日
本
社
会

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
活
動
の
先
頭

に
な
っ
て
、
今
最
も
輝
き
、
最
も
リ
ア
ル
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
人
々
。
そ
れ
が「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」の
皆

さ
ん
で
す
。

　

ま
ず
は
、「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」が
掲
げ
る
理
念
・『
三

つ
の
こ
こ
ろ（
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
）』か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、　

・
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ（
友
情
）　

・

Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ（
文
化
）　

・
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

（
協
力
）。
ま
さ
し
く『
三
つ
の
こ
こ
ろ
』で『
人
と

人
と
を
つ
な
ぐ
』熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
設
立
の
経
緯
は
二
年
前
に
さ
か
の
ぼ

り
、そ
し
て
、そ
の
源
流
を
辿
る
と
、「
近
江
渡
来

人
倶
楽
部
」に
行
き
着
き
ま
す
。
河
炳
俊
代
表
と

喜
久
川
修
事
務
局
長
。
二
人
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

コ
ン
ビ
が
生
み
出
し
た
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
・
プ
ラ
ン
。
そ
れ
が
、「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」で
し

た
。「
オ
ー
ル

ド
カ
マ
ー
」か

ら「
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
」へ
と
支

援
対
象
の
重
点

を
転
換
し
、
活

動
を
進
化（
深

化
）・
発
展
さ

せ
る
こ
と
の
必

要
性
を
痛
感
さ

れ
て
の
措
置
で
し
た
。「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」

発
生
の
六
か
月
前
の
こ
と
で
す
。
お
二
人
の
社
会

の
潮
流
を
見
据
え
た
高
い
見
識
に
基
づ
く
見
事
な

先
見
性
・
洞
察
力
に
は
、
感
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

最
初
は
、
外
国
籍
の
人
た
ち
へ
の
居
場
所
づ
く

り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
今
で
は
、こ
と
ば

の
学
習
活
動
か
ら
生
活
支
援
ま
で
…
。
ス
タ
ッ
フ

も
三
人
か
ら
十
人
に
増
え
ま
し
た
。
う
ち
七
人
は

市
・
県
か
ら
の
支
援
で
、
生
活
相
談
、
語
学
指
導

な
ど
活
動
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
行

政
と
の
協
働
と
い
う
確
か
な
前
進
を
感
じ
取
れ
ま

す
。
今
、
喜
久
川
事
務
局
長
が
最
も
力
を
入
れ
て

お
り
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
就
労
問
題
。
そ
こ

で
、「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」の
次
の
一
手
が
、
彼
ら
自
身

に
よ
る
起
業
支
援
で
す
。「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」は
、あ

く
ま
で
も
、
究
極
の
支
援
、『
自
立
』の
支
え
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

荒
木　

威
）

『
三
つ
の
こ
こ
ろ
』
で
…
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
ま
す
！

『
居
場
所
づ
く
り
』
か
ら
、『
自
立
』
の
支
え
を
目
指
し
て
…

SHIPS・多文化共生支援センター
代表●河炳俊　設立●2008年
スタッフ●10人
連絡先●草津市草津１丁目１３- １２
事務局長：喜久川修
TEL：077-561-5110
FAX：077-565-6311
E-mail：info@s-h-i-p-s.org

▲「SHIPS」の事務所。多く
の出会い・友情が生まれる、
みなさんの“居場所”です。

和

　
「
鹿
深
の
杜
」は『
環
境
と
農
業
の
融
合
を
考
え

る
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
二
〇
〇
七
年
か
ら
甲
賀
市

水
口
町
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
母
体
は

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ス
。
家
庭
で
出
る
生
ご
み
を
堆

肥
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る「
生
ゴ
ミ
循
環
エ

コ
ロ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
」を
実
現
し
て
い
ま
す
。「
鹿

深
の
杜
」は
企
業
の
強
み
で
あ
る
環
境
保
全
の
機

能
を
活
か
し
、
地
域
の
環
境
と
農
業
の
融
合
を
図

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
企
業
か
ら
出
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
で
農
産
物
を
つ
く
り
、
地
域
で
消

費
す
る
。
生
ご
み
の
地
産
地
消
の
サ
イ
ク
ル
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

今
年
か
ら
は
生
ご
み
堆
肥
を
使
っ
た「
安
心
す

ぎ
る
米
づ
く
り
」が
体
験
で
き
る『
鹿
深
の
杜
の
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
』オ
ー
ナ
ー
制
度
が
開
始
。
田
植
え
だ

け
で
な
く
、「
信
楽
焼
」で
有
名
な
甲
賀
市
で「
ｍ

ｙ
茶
碗
」づ
く
り
に
挑
戦
で
き
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
催
し
を

行
っ
て
い
ま

す
。
事
務
局

長
の
墨
田
利

晃
さ
ん
は

「
地
元
農
家

の
方
と
も
一

緒
に
つ
く

り
、
地
域
の

密
着
に
な
れ

ば
」と
話
し

ま
す
。
子
ど

も
に
食
物
を

育
て
る
経
験
が
あ
れ
ば
、食
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
団
と
連
携
し
知
的
障
が
い

を
持
つ
方
た
ち
が
オ
ブ
ジ
ェ
を
つ
く
り
、
道
の
駅

や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
工
場
な
ど
で
捨
て
ら
れ
る
廃
材
を
利
用

し
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
と
い
う
夢
を
墨
田
さ

ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
タ
イ
ア
し
た

世
代
で
環
境
や
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
た
ち
を
引

き
込
ん
だ「
憩
い
の
場
」づ
く
り
と
し
て
ロ
グ
ハ
ウ

ス
、ま
た
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
持
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
や
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
環

境
と
農
業
、そ
し
て
福
祉
に
も
力
を
入
れ
た
活
動

を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

吉
田
遊
介
）

環
境
×
農
業
で
地
域
を
豊
か
に
！

特定非営利活動法人
環境と農業の融合を考える会「鹿深の杜」
代表●立岡　坦　設立●2007年
会員●60名　法人：20名
連絡先●甲賀市水口町松尾502-18
TEL：0748-62-1950　FAX：0748-63-1960
E-mail：master@kafukanomori.com
URL：http://kafukanomori.com/index.html

▲「安心すぎる米づくり」が
体 験 で き る『 鹿 深 の 杜 の
TANBO』。

▲エコキャンドル

▲スタッフのみなさん。明るい笑顔と温かい心
が、みなさんを待っています。

環境と農業の融合を考える会
「鹿深の杜」（甲賀）

特定非営利活動法人
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労福協が勤労者のくらしにかかるあれこれをサポート！

困った時はお電話を！ くらしなんでも相談　TEL：077-522-4600

多重債務相談（毎月第 3日曜日）要予約　TEL：077-522-4600

勤労者の子育て支援　緊急サポートネットしが TEL：077-524-2233

ボランティア活動を支援　勤労者ボランティアセンター

 

市民活動・人・企業との出会い広がる情報交流誌
「おうみネット」　掲載広告募集中！

★発行部数10，000部　
★県内外の配布先約1,900カ所
★１枠（横9.3cm×縦3.5cm）15，000円

詳細は、当センターまでお問い合わせください！

　より魅力的で個性的な地域づくりは、地
域の多様な人を巻き込み、地域外の多様な
ネットワークと連携し、解決策を見つけ出
していくことで大きく展開していきます。
そういう意味で、観光は地域づくりにお
いて重要な位置をしめています。今回は、
県内外の観光や宿泊に携わっている方々
や地域づくりに取り組んでいる市民活動
団体、地縁組織等の関係者にお集まりいた
だき、「これからの観光」に関して議論を深
め、協働の接点を探ります。
日時●7月10日（土）14:00 ～ 16:30
場所●県民交流センター 204会議室
対象者●県内外の観光や宿泊に携わってい
る方々、地域づくりに取り組んで体験プロ
グラムをもって活動している市民活動団体
持ち物●名刺、活動パンフレット、1000
円（資料・茶菓子代含む）

　いただいたご寄付は、当財団の「おう
みNPO活動基金」の原資に加え、県内の
NPOが取り組む活動への支援に活用いた
します。ありがとうございました。
●オムロン株式会社草津事業所様

………………………………179,368円
　社員のエコ活動とボランティア活動を
ポイント化し、地域でボランティア活動な

　当センターのホームページ、メルマガでは、みなさんから寄せられた市民活動情報を掲載
しています。市民活動情報掲載につきまして、ご希望の方は、当センターの以下のメールア
ドレスまで掲載したい内容をお寄せ下さい。
●淡海ネットワークセンターメールアドレス　office@ohmi-net.com
※掲載料は無料ですが、寄せられた情報が多い場合は、こちらの方で選択させていただきます。

◇締め切り／ 7月31日（土）17時必着
◇相談会を開催します。
　　7月14日（水）18：30 ～ 20：30　淡海ネットワークセンター　5団体程度
　　7月16日（金）18：30 ～ 20：30　米原公民館　5団体程度
◇公開プレゼンテーション
　　9月11日（土）午前　コラボしが21

日時●7月23日（金）18：30 ～
会場●県民交流センター　206会議室

どをする団体を支援するためにご寄付い
ただきました。
●全日本不動産協会滋賀県本部

………………………………300,000円
　創立20周年を記念して、地域を良くし
ようと活動に取り組むNPO、ボランティ
ア団体の支援のためにご寄付いただきま
した。

第1回協働サロンのお知らせ
「新しい地域づくりの担い手と考える
全国の地域づくりの潮流と

これからの観光」

第2回協働サロンのお知らせ
「寄付・遺贈の受け入れについて

考える」学習会

「おうみNPO活動基金」にご寄付いただきました！

ホームページ、メルマガでの市民活動情報掲載のご案内

「びわ湖市民活動応援助成事業」スタート

（財）淡海文化振興財団
淡海ネットワークセンターは、県内の市民活動、NPOをサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440　■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
　開館時間／ 9:00 〜 17:00　休館日／月曜日・祝日　
●情報交流誌「おうみネット」は次のところに配布しています。
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、文化産業交流会館、陶芸の森、
草津市立まちづくりセンター、県社協ボランティアセンター、大津市生涯学習センター、
栗東芸術文化会館さきら、滋賀銀行、京都信用金庫、関西アーバン銀行、滋賀県信用組合、
公民館、各地域環境総合事務所、県民情報室など

　構想から7年。機が熟し「たすけあい高島」事業がスタートしました。助けを必要とする人々と、
自分のできる範囲で助けを提供できる人たちとの結び役として、大きな期待が寄せられていま
す。元気な仲間の元気なスタッフの頑張りを応援したいと心から思った取材となりました。

（おうみネットサポーター　平松成美）

　究極の多文化共生支援…それは、彼ら自身の「自立」を支えること。日々、進化（深化）する
「SHIPS」の活動理念に全く同感です。取材活動を通じて、相通じ合える想いを強くすることが
できました。そして、大きな勇気をいただきました。

（おうみネットサポーター　荒木　威）

　“環境”と“農業”。現代の日本社会でタイムリーな組み合わせだと感じました。運営でご苦労
されているそうですが、お話を聞いた墨田さんのユニークで素敵な発想や夢は、学ばせて頂くこ
とが多かったです。

（おうみネットサポーター　吉田遊介）

　私は今回おうみネットの編集を務めさせていただきました。初めてということでスムーズに
いかないことがありましたが、おうみネットサポーターや仲間のサポートもあり、なんとか形に
することができました。今後とも、どうぞよろしくお願い致します。

（淡海ネットワークセンタースタッフ　膽吹憲吾）

編集後記


